
感染症情報 １月１８日～２４日 
府下小児科２００医療機関（堺市１９）から 

① 感染性胃腸炎    １３５８例（堺市 ６７例） 

② 溶連菌感染症     ４７０例（堺市 １７例） 

③ ＲＳウイルス感染症  １７３例（堺市  ９例） 

④ 伝染性紅班      １２９例（堺市  ７例） 

⑤ おたふくかぜ      ９６例（堺市  ９例） 

府下小児科・内科３０７医療機関（堺市２８）から 

  インフルエンザ    ２８２２例（堺市 ２０５例） 

が報告された。  

 インフルエンザを除く感染症は前週から１３％増加し、第

１位が感染性胃腸炎、第２位が溶連菌感染症、第３位がＲＳ

ウイルス感染症となっている。 インフルエンザは３倍増加

し、定点当たり９．２と注意報レベルの１０に近づいた。 全

国的には定点当たり１０．６で新潟県２９．３、沖縄県１８．

２、千葉県１４．１と１７都道県が注意報レベルの１０を上

回った。 直近５週間では７年前に大流行したＡＨ１ｐｄｍ

０９が最多でＢ型が続く。 堺市でも今週庭代台小始め、 

２０クラスが学級閉鎖となり、今後流行は拡大するだろう。 


